れ からまた 出る でしよう、 そうして また 沈む でしよう _ 

—— 赤い 日が 東から 西へ、 東から 西へ と 落ちて 行く う 

ちに、 —— あなた、 待って いられます か」 

うなず 

自分 は 黙って 首肯いた。 女 は 静かな 調子 を 一 段 張り 

上ゴ て、 

「百年 待って いて 下さい」 と 思い切った 声で 云った。 

「百年、 私の 墓の 傍に 坐って 待って いて 下さい。 きつ 

と 逢いに 来ます から」 

ひとみ 

自分 はた だ 待って いると 答えた。 すると、 黒い眸 

あざやか くず 

のなかに 鮮 に 見えた 自分の 姿が、 ぼうっと 崩れて 来 

た。 静かな 水が 動いて 写る 影 を 乱した ように、 流れ出 



まつげ 

したと 思ったら、 女の 眼が ぱ ちりと 閉じた。 長い 睫 

の 間から 涙が 頰へ 垂れた。 —— もう 死んで いた。 

自分 は それから 庭へ 下りて、 真珠貝で 穴 を 掘った。 

なめら ふち する 

真珠貝 は 大きな 滑 かな 縁の 鋭 どい 貝であった。 土 を 

すくうた びに、 貝の 裏に 月の 光が 差して きらきらした _ 

しめ におい 

湿った 土の 匂 もした。 穴 はしば らくして 掘れた。 女 

を その 中に 入れた。 そうして 柔らかい 土 を、 上から 

そっと 掛けた。 掛ける たびに 真珠貝の 裏に 月の 光が 差 

した。 

それから 星の 破片の 落ちた の を 拾って 来て、 かろく 

土の 上へ 乗せた。 星の 破片 は 丸かった。 長い間 大空 を 



まる あんどう あおむ とたん 

丸 行灯 の 丸い 影が 、 仰向く 途端 に 生きて るよう に 見え 

た。 

たてひざ ざ ぶ と ん めく 

立 膝 をした まま、 左の 手で 座蒲団 を 捲って、 右 を 差 

し 込んで 見る と、 思った 所に、 ちゃんとあった。 あれ 

ば 安心 だから、 蒲団 を もとの ごとく 直して、 その上に 

どっか リ 坐った。 

さむらい 

お前 は 侍 である。 侍なら 悟れぬ はず はな かろうと 

おしよ-つ 

和尚が 云った。 そう いつまでも 悟れぬ ところ を もって 

見る と、 御前 は 侍で は あるまい と 言った。 人間の 屑 

じ やと 言った。 はは あ 怒った なと 云って 笑った。 ロ惜 

しければ 悟った 証拠 を 持って来いと 云って ぶいと 向 



りょうわき ひざ 

両腋 から 汗が 出る。 背中が 棒の ようになった。 膝の 

つぎめ 

接 目が 急に 痛くな つた。 膝が 折れた つて どう ある もの 

かと 思った。 けれども 痛い。 苦しい。 無 は なかなか 出 

て 来ない。 出て 来る と 思う とすぐ 痛くなる。 腹が立つ。 

無念になる。 非常に 口惜しくなる。 涙が ほろほろ 出る。 

おも、， おお、." わ 

ひと 思に 身 を 巨巌の 上に ぶっけて、 骨 も 肉 もめち や 

めちゃに 砕いて しまいた くなる。 

それでも 我慢して じっと 坐って いた。 堪えが たいほ 

ど 切ない もの を 胸に 衝れて 忍んで いた。 その 切ない も 

のが 身体 中の 筋肉 を 下から 持 上げて、 毛穴から 外へ 吹 

き 出よう 吹き出ようと 焦る けれども、 どこも 一 面に 塞 



こんな 夢を見た。 

六つになる 子供 を 負って る。 たしかに 自分の 子で あ 

る。 ただ 不思議な 事に はいつ の 間に か 眼が 潰れて、 

あおぼう ず 

青 坊主に なって いる。 自分が 御前の 眼 はいつ 潰れた の 

かいと 聞く と、 なに 昔から さと 答えた。 声 は 子供の 声 

に 相違ない が、 言葉つ き はまる で 大人で ある。 しかも 

対等 だ。 

あおた みち さぎ や み 

左右 は 青田で ある。 路は 細い。 鷺の 影が 時々 闇に 差 

J こしま 

「田圃へ かかった ね」 と 背中で 云った。 



た。 いつしか 森の 中へ 這 人って いた。 ，. 一 間ば かり 先に 

ある 黒い もの はたし かに 小僧の 云う 通り 杉の 木と 見え 

た。 

「御父さん、 その 杉の 根の 処だ つたね」 

「うん、 そうだ」 と 思わず 答えて しまった。 

た つどし 

「文化 五 年 辰年だろう」 

なるほど 文化 五 年 辰年ら しく 思われた。 

「御前が おれ を 殺した の は 今から ちょう ど 百年 前 だ 

ね」 

自分 は y J の 言葉 を 聞く や 否や、 今から 百年 前文 化 五 

年の 辰年の こんな 闇の 晚に、 この 杉の 根で、 一人の 盲 



上 顔 中 つやつやして 皺と 云う ほどの もの は どこに も 見 

ひげ は 

当らない。 ただ 白い 髯を ありた け 生やして いるから 

としょ リ 

年寄と 云う 事 だけ はわ かる。 自分 は 子供ながら、 この 

爺さんの 年 はいくつ なんだ ろうと 思った。 ところへ 裏 

かけ ひ ておけ く かみ まえだれ 

の筧 から 手桶に 水 を 汲んで 来た 神さん が、 前垂で 手 

を 拭きながら、 

ま. お ま 

「御爺さん はいくつ かね」 と 聞いた。 爺さん は頰 張つ 

にしめ の 

た 煮 X を 呑み込んで、 

「いくつか 忘れた よ」 と 澄まして いた。 神さん は 拭い 

た 手 を、 細い 帯の 間に 挟んで 横から 爺さんの 顔 を 見て 

ちゃわん 

立 つ ていた。 爺さん は 茶碗の ような 大きな もので 酒 を 



ひげ ずきん 

して 髯も顔 も 頭 も 頭巾 もまる で 見えな くな つ てし ま つ 

た。 

む ► ^ うぎ し 

自分 は 爺さんが 向 岸へ 上がった 時に、 蛇 を 見せる 

だろうと 思って、 蘆の 鳴る 所に 立って、 たった 一人い 

つまで も 待って いた。 けれども 爺さん は、 とうとう 上 

がって 来なかった。 

第五 夜 

こんな 夢を見た。 

何でもよ ほど 古い 事で、 神代に 近い 昔と 思われる が、 



運慶が 護国寺の 山門で 仁王 を 刻んで いると 云う 評判 

だから、 散歩ながら 行って 見る と、 自分より 先にもう 

大勢 集まって、 しきりに 下馬評 を やって いた。 

山門の 前 五六 間の 所に は、 大きな 赤松が あって、 そ 

の 幹が 斜めに 山門の Is を 隠して、 遠い 青空まで 伸び 

ている。 松の 緑と 朱塗の 門が 互いに 照り 合って みごと 

に 見える。 その上 松の 位地が 好い。 門の 左の 端 を 眼 障 

にならない ように、 斜に 切って 行って、 上になる ほど 

つきだ 

幅 を 広く 屋根まで 突出して いるの が 何となく 古風で あ 

る。 鎌倉時代 とも 思われる。 



やまと だけの みこと 

何でも 日本 武 尊よりも 強いんだ つてえ からね」 と 話 

しかけた 男 も ある。 この 男 は 尻 を 端折って、 帽子 を 被 

らず にいた。 よほど 無教育な 男と 見える。 

運慶は 見物人の 評判に は 委細 頓着 なく 鑿と 槌を動 

かしてい る。 いっこう 振り向き もしない。 高い 所に 

あた リ ほ ぬ 

乗って、 仁王の 顔の 辺 をし きりに 彫り 抜いて 行く。 

えぼし 

運慶は 頭に 小さ い 烏帽子の ような もの を 乗せて、 

素袍 だか 何だか わからない 大きな 袖 を 背中で 括って い 

る。 その 様子が いかにも 古く さい。 わいわい 云って る 

見物人と はまる で 釣り合が 取れない ようで ある。 自分 

はどうして 今時分まで 運 ft が 生きて いるの かなと 思つ 



うして 星 も 海 もみん な 神の 作った もの だと 云った。 最 

後に 自分に 神 を 信仰す るかと 尋ねた。 自分 は 空 を 見て 

黙って いた。 

は、， +6 で 、， しょう 

或時サ 口 ー ンに這 入 つ たら 派手な 衣裳 を 着た 若い 女 

ピアノ ひ そば 

が 向う むきになって、 洋琴 を 弾いて いた。 その 傍に 背 

の 高い 立派な 男が 立って、 唱歌 を 唄って いる。 その 口 

が 大変 大きく 見えた。 けれども 二人 は 二人 以外の 事に 

はまる で 頓着して いない 様子であった。 船に 乗って 

い る 事 さえ 忘れて いるよう であ つ た。 

自分 はます ますつ まら なくなった。 とうとう 死ぬ 事 

に 決心した。 それで ある 晚、 あたりに 人の いない 時分、 



取って 餅を搗 いている。 粟 餅屋 は 子供の 時に 見た ばか 

リ だから、 ちょっと 様子が 見たい。 けれども 粟 餅屋 は 

けっして 鏡の 中に 出て 来ない。 ただ 餅 を 搗く音 だけす 

る。 

自分 は あるた けの 視力で 鏡の 角 を^き 込む ようにし 

て 見た。 すると 帳場 格子のう ちに、 いつの 間に か 一人 

まみえ おおがら 

の 女が 坐って いる。 色の 浅黒い 眉毛の 濃い 大柄な 女で、 

いちょう がえ ゆ くろじゅす はんえり す あわせ 

髪 を 銀杏 返しに 結って、 黒襦 子の 半襟の かかった 素 袷 

で、 立 膝の まま、 札の 勘定 をして いる。 札 は 十 円 札ら 

まつげ くちびる 

しい。 女 は 長い 睫 を 伏せて 薄い 唇 を 結んで 一生 懸 

命に、 札の 数 を 読んで いるが、 その 読み方が いかにも 



かに も いろいろの 額が ある。 たいてい は 家中の ものの 

きんてき 

射抜いた 金的 を、 射抜いた ものの 名前に 添えた のが 多 

い。 たまに は 太刀 を 納めた の も ある。 

くぐ こずえ -a くろう 

鳥居 を 潜る と 杉の 梢で い つで も 梟 が 鳴いて いる。 

ひやめし ぞうり 

そうして、 冷 飯 草履の 音が びちゃびちゃ する。 それが 

拝殿の 前で やむ と、 母 はまず 鈴 を 鳴らして おいて、 す 

ぐに しゃがんで 柏手 を 打つ。 たいてい はこの 時 梟が 急 

に 鳴かなくなる。 それから 母 は 一 心不 乱に 夫の 無事 を 

さむらい 

祈る。 母の 考えで は、 夫が 侍 であるから、 弓矢の 神 

はちまん がん 

の 八幡へ、 こうやって 是非ない 願 を かけたら、 よも や 

き いちず 

聴かれぬ 道理 はな かろうと 一 図に 思いつめ ている。 
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